
舞
鶴
市
新
た
な
都
市
計
画
制
度

【
用
途
地
域
の
見
直
し
】（
案
）
に
ご
意
見
を

　
市
で
は
、
次
の
世
代
に
向
け
て
持
続
性

と
誇
り
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る

た
め
に
、都
市
計
画
制
度
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
今
年
７
月
に
策

定
し
た
「
舞
鶴
市
都
市
計
画
見
直
し
基
本

方
針
」
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
見
直
し
計

画
を
学
識
経
験
者
や
市
民
代
表
な
ど
で
構

成
し
た
「
舞
鶴
市
新
た
な
都
市
計
画
制
度

検
討
会
」
に
お
い
て
進
め
て
お
り
、
土
地

の
利
用
計
画
の
基
本
と
な
る
【
用
途
地
域

の
見
直
し
】（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
、
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制

度
（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▪
募
集
期
間

　
11
月
25
日
㈬
～
12
月
25
日
㈮
ま
で

▪
【
用
途
地
域
の
見
直
し
】（
案
）
の
公
表
場
所

　
都
市
計
画
課
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

西
支
所
、
加
佐
分
室
、
中
央
・
東
・
西
・

南
公
民
館
、
大
浦
・
城
南
会
館
、
東
・
西

図
書
館
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

▪
提
出
方
法

　
様
式
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、「
舞
鶴
市
新
た
な
都
市
計
画

制
度
【
用
途
地
域
の
見
直
し
】（
案
）
に
対

す
る
意
見
」
と
明
記
し
て
、
郵
送
か
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
（to

kei@
p
o
st.

city.m
aizuru.kyoto.jp

）
で
都
市
計
画
課

へ
。
匿
名
、
電
話
、
口
頭
に
よ
る
意
見
は

受
け
付
け
ま
せ
ん
。

▪
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
て
最

終
案
を
作
成
。
ま
た
、
意
見
の
概
要
と
意

見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理
し
、
公

表
し
ま
す
（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課
（
☎
66
・
１

０
４
８
、
ＦＡＸ
62
・
９
８
９
４
）
へ
。
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質問や意見を募集します
録画映像を公開　ＤＶＤ貸し出しや資料の閲覧も可

高浜発電所に係る
住民説明会

　１１月２日㈪に開催する「高浜発電所に係る舞鶴市住民説
明会」の録画映像や説明資料を、４日㈬から市ホームページ
で公開します。また、各公民館などでは、録画映像を収録し
たＤＶＤの貸し出しや説明資料の閲覧もできます。同説明会
は、自治会長や各関係機関・団体の代表者などを対象に開
催します。説明会に出席された人に限らず、広く市民の皆さ
んからの質問や意見を受け付けます。

▪住民説明会
【日時】11 月２日㈪ 19 時～ 20 時 30 分
【場所】総合文化会館
【内容】❖本市の取り組みと経緯について（市長）❖エネル
ギー政策における原子力発電について（資源エネルギー庁）
❖規制基準に適合した原子力発電所の安全性について（原子
力規制庁）❖高浜地域における原子力防災について（内閣府）

【対象】自治会長、各関係機関・団体の代表者など
【その他】11 月４日から説明会の様子を収録した DVD の貸
し出しや説明資料の閲覧が、危機管理・防災課、企画政策課、

情報公開コーナー、西支所、加佐分室、東・南・中央・西
公民館、大浦・城南会館、東・西図書館でできます。詳しく
は、各窓口で。
▪質問や意見を募集

【提出方法】11 月１０日㈫までに所定の用紙（危機管理・
防災課、企画政策課、各公民館などに備え付け、市ホームペー
ジからダウンロード可）に住所、氏名、電話番号を記入し、
郵送か持参、ファクス（64・7688）、電子メール（kikikanri@
post.city.maizuru.kyoto.jp）で危機管理・防災課へ。質問・
意見は説明会での説明内容に限ります。匿名、電話、口頭
では受け付けません。提出された質問・意見は、後日、回
答を公表します（氏名などは公表しません）。

▪ 11 月４日から説明会の様子を動画サイトで公開
　市ホームページのリンクからアクセスしてください。動画
サイト「Youtube」で閲覧できます。
　※説明資料は市ホームページでも閲覧可

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）、企画政策課（☎
66・1042）へ。

　平成 27 年３月に策定した「新たな舞鶴市総合計画・後期
実行計画」と、国の「まち・ひと・しごと創生法（平成 26
年 11 月公布）」に基づき、本年５月に市が策定した「舞鶴
市まち・ひと・しごと創生総合戦略」および「舞鶴市人口ビジョ
ン」の冊子を作成しました。
　「『交流人口３００万人・経済人口 10 万人』都市・舞鶴」
の実現に向け、地域一丸となって取り組む施策をまとめたも
のです。これからのまちづくりの方向性を示し、市民の皆さ
んと力を合わせて戦略的にまちづくりを推進していきます。
概略版は 12 月に全戸配布予定。（冊子は市役所情報公開コー
ナーなどで閲覧可）
　▶詳しくは、企画政策課（☎ 66・1042）へ。

　
平
成
２
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き

た
野
原
地
区
と
大
山
地
区
を
結
ぶ
市
道

野
原
大
山
線
の
２
車
線
化
整
備
工
事
が

10
月
で
全
線
完
了
し
ま
し
た
。

　
同
路
線
は
、
従
来
１
車
線
で
幅
員
が

狭
く
、
自
動
車
の
す
れ
違
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困
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で

あ
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た
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車
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進
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。

▼
詳
し
く
は
、土
木
課（
☎
66・１
０
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および「舞鶴市人口ビジョン」の冊子を作成
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▲橋りょうを用いた拡幅工事（平成24年頃）

▲赤線部が市道野原大山線

市道野原大山線の整備概要
【区間】
　野原地区と大山地区を結ぶ約 3.6㌔㍍

【工事】
　２車線化

【事業年度】
　平成 2 年度～平成 27 年度

【総事業費】
　約 19 億円

野原

大山

市道野原大山線
整備延長3.6㎞

▲２車線化工事が完了した市道野原大山線

引揚記念館

クレインブリッジ
至東市街地

自然文化園ふるるファーム

親海公園

位置図
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高浜発電所に係る
住民説明会

　１１月２日㈪に開催する「高浜発電所に係る舞鶴市住民説
明会」の録画映像や説明資料を、４日㈬から市ホームページ
で公開します。また、各公民館などでは、録画映像を収録し
たＤＶＤの貸し出しや説明資料の閲覧もできます。同説明会
は、自治会長や各関係機関・団体の代表者などを対象に開
催します。説明会に出席された人に限らず、広く市民の皆さ
んからの質問や意見を受け付けます。

▪住民説明会
【日時】11 月２日㈪ 19 時～ 20 時 30 分
【場所】総合文化会館
【内容】❖本市の取り組みと経緯について（市長）❖エネル
ギー政策における原子力発電について（資源エネルギー庁）
❖規制基準に適合した原子力発電所の安全性について（原子
力規制庁）❖高浜地域における原子力防災について（内閣府）

【対象】自治会長、各関係機関・団体の代表者など
【その他】11 月４日から説明会の様子を収録した DVD の貸
し出しや説明資料の閲覧が、危機管理・防災課、企画政策課、

情報公開コーナー、西支所、加佐分室、東・南・中央・西
公民館、大浦・城南会館、東・西図書館でできます。詳しく
は、各窓口で。
▪質問や意見を募集

【提出方法】11 月 10 日㈫までに所定の用紙（危機管理・
防災課、企画政策課、各公民館などに備え付け、市ホームペー
ジからダウンロード可）に住所、氏名、電話番号を記入し、
郵送か持参、ファクス（64・7688）、電子メール（kikikanri@
post.city.maizuru.kyoto.jp）で危機管理・防災課へ。質問・
意見は説明会での説明内容に限ります。匿名、電話、口頭
では受け付けません。提出された質問・意見は、後日、回
答を公表します（氏名などは公表しません）。

▪ 11 月４日から説明会の様子を動画サイトで公開
　市ホームページのリンクからアクセスしてください。動画
サイト「YouTube」で閲覧できます。
　※説明資料は市ホームページでも閲覧可

▶詳しくは、危機管理・防災課（☎ 66・1089）、企画政策課（☎
66・1042）へ。
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